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１．はじめに 

  将来的にセンサが普及し，センサから取得し

たデータを用いたサービスが増加することが期

待される．一方，高齢化が進む今，高齢者の活

動を支援するサービスの重要性がますます高ま

ることが予想される． 

本研究では，人体に複数の加速度センサ機器

を取り付け，加速度データを取得・解析する．

その結果から，若年健常者と高齢者の動作を比

較し，高齢者の特徴となる動作の抽出を試みる．

抽出された特徴は，高齢者活動支援サービスに

利用することを狙いとしている．また，若年健

常者を基準として，高齢者の動作の特徴を明ら

かにすることで．運動機能の減退に対するサポ

ート機能を実現する際の指針とすることが期待

できる． 

高齢者の動作の詳細な特徴を抽出する手法を

確立するため，若年健常者と高齢者の複数部位

の歩行時の加速度データの計測を行った．今回，

それらのデータを予備的に解析した結果を報告

する． 

２．関連研究 

  加速度センサを用いた人の動作検証の研究は

いくつも行われている．高齢者の動作に着目し

た研究も多くある[1][2]．しかし，これらの研

究は，単一の加速度センサ機器による測定で詳

細な動作の特徴抽出は十分ではない．高齢者と

若年健常者を対象として，部位・運動項目によ

る動作の違いの評価を行うことは困難である． 

３．実測 

人体の各位の動きの加速度から，移動に関す

る動作特徴を抽出する．手首等の部位の加速度

データは杖，鞄などの荷物により，大きな影響

を受けるため，本稿では下半身の動きに着目し

て加速度センサ機器の装着箇所を選択すること

とした．装着箇所としては，両足首・両足大腿

部・腰の計 5 箇所を対象とする．測定機器とし

て，3 軸加速度センサ“無線ハイブリッドセン

サ機器 WAA-010” [3]を用いた． 

今回の予備実験では，デイサービスに通う高 

齢者（被験者群α）14 名と 20 代の健常者（被

験者群β）７名を被験者とした．被験者群αの

情報を以下に示す． 

 年齢：71～92歳 

 性別：男性 3名，女性 11名 

 介護度：要支援 1,2 

 日常での杖使用者：被験者 H～M 

被験者の腰に装着した加速度センサのデータ

を取得した．測定対象とした動作は，室内にお

いて，椅子に座った状態から，“起立→直進→

階段降り→反転→階段昇り→直進→着席”の往

復を行う，ものである． 

４．データ解析 

連続動作のうちの歩行について各被験者から

5 歩分のデータを切り出し解析した．各被験者

のデータはサンプリング 2回分の平均とした． 

取得したデータの標準偏差・エネルギーの 2

つから特徴を抽出する．エネルギーは，FFT を

用いた解析結果の二乗和の平均である．データ

の変化から得られる周波数分布において，被験

者群α, βの間で大きな差は出なかったため，

全周波数のエネルギーに着目した． 

高齢者の動作比較を行うための特徴抽出に有

用な手法を検討する．解析には一般的に多く用

いられている R言語[4]を使用した．以下に解

析結果を表す図を示す．各図において，X，Y，

Zは加速度の向きを示す．Xは上下，Yは前後

(移動方向)，Zは左右を示す． 

図 1は，各被験者の左右方向の加速度データ

の標準偏差により，動作のばらつきを示す．図

2は，上下・前後・左右の動きのばらつきにつ

いて，被験者群α, β毎に平均した結果を示す．

図 3は，各被験者の左右の動きのエネルギーを

示す．図 4は，上下・前後・左右の動きのエネ

ルギーについて，被験者群α, β毎に平均した

結果を示す．  
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図 1 左右方向加速度データの標準偏差 

 

 

図 2 加速度データの標準偏差の比較 

 

 

図 3 左右方向加速度データのエネルギー 

 

 

図 4加速度データのエネルギーの比較 

５．考察 

腰に装着した加速度センサのデータを用いて，

体の重心の左右のバランスとの関連について分

析した．加速度データの標準偏差の平均に関し

ては，被験者α（高齢者）の値が被験者β（若

年健常者）と比べて小さいが，左右方向（Z）

については被験者βとあまり変わらなく，前後

方向（Y）よりも大きい． 

また，左右方向（Z）のエネルギーは被験者 I

（高齢者）が著しく大きい．当該被験者は右先

天性股関節脱臼・左肩拘縮の疾患を持っている

被験者で，目視でも不安定さが確認できる．結

果から，高齢者は左右の安定性が低下している

という特徴があると推定できる． 

６．まとめ 

  今回の解析では，腰の部位の加速度データの

標準偏差・エネルギーを用いて，高齢者の歩行

時の動作の特徴抽出を試みた．高齢者は若年健

常者と比べ歩行速度が遅く，上下・前後の動き

に対して左右の動きのばらつきが大きいことが

確認できた． 

今後，腰以外の部位の加速度データについて

も，様々な解析手法の適用とあわせて特徴抽出

の試みを継続する．さらに特徴を抽出する解析

手法の組み合わせ，各測定部位から得られる特

徴の組み合わせによって，若年健常者と高齢者

の動作を識別する特徴量のより詳細な分析を進

める． 
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